
東京書籍・中学校国語科の教科書における「海」 

東京書籍 新しい国語１ 

22ページ 

 

古典ですが、海が舞台となっています。古より、

日本では海が舞台になっていたのだとして、海

と私たちの関わりを取り上げることができま

す。 

 

 

東京書籍 新しい国語２ 

16ページ 

 

 

「短歌を楽しむ」の課題で、海をテーマにした

短歌が紹介されています。 

ここで、目の前にはない海をお題とした短歌を

詠んでみよう、という活動も考えられます。 

 

 

 



18ページ 

 

 

この若山牧水の短歌も海をお題にしています。 

 

 

 

102ページ 

 

「平家物語」を読み取る課題のなかで、海や風

の描き方を読み取るよう示されています。 

海洋教育の観点から、ここでは平家物語が記さ

れた時代から海が人々の生活の大切なシーン

であったことを読むことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



166ページ 

 

「神奈川沖浪裏」についての赤瀬川源平の作品

で、まさに海がテーマです。 

 

 

東京書籍 新しい国語３ 

61ページ 

 

 

「絶滅の意味」という読み物で、生物の絶滅を

取り上げています。このなかで「絶滅の恐れが

ある日本の野生生物の種類」という表があり、

汽水および淡水の魚類が最も多く絶滅の危機

に瀕していることが示されています。 

この作品は環境教育の教材として考えられる

ものですが、海洋教育の視点から「著者は海に

対してどのような意見を述べているか」といっ

た取り上げかたができます。 

 

 

 

 

 

 

 



80ページ 

 

 

「星の航海術」という読み物で、南洋の航海技

術についてのお話です。海とどのように暮らす

か、という視点で読むことのできる作品です。 

 

 

 

104ページ 

 

江戸時代、松尾芭蕉が詠んだ海の心情です。ど

のように海がとらえられていたか、考えてみま

しょう。 

 

 

123ページ 

 

スピーチ発表について取り上げた課題ですが、

海岸の清掃ボランティアの話題です。 

 

 

 

 

 

 

 

 



147ページ 

 

山口誓子の、海を詠んだ句が紹介されていま

す。次ページからの、魯迅の作品のリードとな

っています。 

 

 

 

148ページ 

 

魯迅の、故郷をテーマにした作品ですが海が舞

台となっています。 

 

 

217ページ 

 

平山郁夫の作品ですが、海についての著者の原

体験、海は静けさと安らぎを与えるもの、とい

う書き出しが印象的です。 

 

 

 

 



266ページ 

 

立松和平の作品で、冬の北海道の海、流氷がテ

ーマです。冬に押し寄せる流氷の厳しさと、そ

のような流氷であってもなお、恵みをもたらす

なくてはならない存在であることが書かれて

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



東京書籍・中学校社会科の教科書における「海」 

東京書籍 新しい社会 公民 

39ページ 

 

なぜ、公海上での海賊対策が必要なのでしょう

か。 

 

 

 

101ページ 

 

海に関する産業のことが書かれています。 

（この単元をどのように使うか、指導計画に依

りますが） 

「自分の町は海とどのような関わりがあるか」

という観点から、この単元のテーマである政治

参加の視点を深めてみましょう。 

 

102ページ 

 

こちらも同じく、この単元の指導計画に依りま

すが、 

「海岸の自然を体感するイベント」とはどのよ

うなものか、どのようなことが出来そうか、考

えてみましょう。 

 

 

 

106ページ 

 

海が近くにあると、そうでない地域に比べてど

のような違いがあるだろうか。 

地理的な違いから、生活上の違い（メリット・

デメリット）を考えてみましょう。 



147ページ 

 

日本でもこのようなことは起こり得るのか、考

えてみる。 

（または海面上昇ではないが、輪中の生活で学

んだことを振り返る） 

 

 

 

150ページ 

 

「海洋国家・日本」を考えるうえで大変重要な

視点ですので、しっかりと学ばせ、考えさせま

しょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



156ページ 

 

39 ページにも書かれていました。海賊は昔の

話ではありません。なぜ今でもこのような問題

が起こるのでしょうか？ 

 

 

 

164ページ 

 

147ページの紹介を受けて、海面上昇の問題は

ここで取り上げましょう。 

 

 

 

  



東京書籍 新しい社会 歴史 

≪冒頭≫ 

 

島の世界遺産ですが、評価されている「地形・

地質」は海を含めた環境の中で出来上がったも

のであり、海の世界遺産といってもいい存在で

す。 

 

 

 

29ページ 

 

 

縄文時代、タンパク質原として海産物が重要で

あったと考えられています。 

日本はこの時代から海に頼って暮らしていた

といえるでしょう。 

 

 

 

69ページ 

 

この時代、海岸に港が発達したことをしっかり

確認しましょう。 

 

 



94ページ 

 

大航海時代と呼ばれていた 16 世紀、海はどう

いった存在であったのか、考えてみましょう。 

 

 

 

101ページ 

 

海外との貿易には海路がもちろん重要であり、

そのための技術がすでにあったことが読み取

れます。 

 

 

 

103ページ 

 

この時代、航海術が日本にもたらされました。 

 

 

 

108ページ 

 

徳川家康の時代にも、海外との貿易がさかんに

行われていたことを覚えておきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 



113ページ 

 

捕鯨が江戸時代から行われていた産業である

ことを覚えておきましょう。 

 

 

 

113ページ 

 

 

江戸時代、 

・国内海路がさまざまに開発されていたこと 

・海を利用した運搬が「海運」とよばれ、産業

として成立していたこと 

を覚えておきましょう。 

 

 

 

168ページ 

 

海運業が明治初期の日本の貿易を支えたこと

を覚えておきましょう。 

 



東京書籍 新しい社会 地理 

7ページ 

 

 

まず世界の海を知る、その中で日本の海を知る

ことは大切です。 

特に、地表のおよそ７割が海であることは押さ

えておきましょう。 

 

 

 

17ページ 

 

日本は他国とどのように接しているのか（国境

が定められているのか）、しっかりと確認しま

しょう。 

 

 

 

92ページ 

 

海洋国家とはどういうものであるか、日本以外

の海洋国を調べることでより確かにすること

ができます。 

 

 

 

 



114ページ 

 

領海や経済水域の学習につながるので、日本の

位置の確認は地図だけでなく地球儀で確かめ

ましょう。 

 

 

 

116ページ 

 

地図だけでなく、ぜひ地球儀で確認しましょ

う。より確かなイメージを持つことができま

す。 

 

 

 

116ページ 

 

領土、領海、排他的経済水域（ＥＥＺ）がどう

いうものか、しっかりと学びましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



116ページ 

 

日本が「海洋国家」である地理的な観点をしっ

かり学びましょう。 

 

 

 

117ページ 

 

領土と経済水域を合わせると日本が世界第６

位の大きな地表を占める国家であることをし

っかり学びましょう。 

 

 

 

120ページ 

 

海洋国家・日本の各県について、海がどのくら

い「近い」か、考えてみましょう。 

いわゆる「海無し県」はどこでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



128ページ 

 

 

 

この節では、海洋国家・日本の地理的な特徴に

ついて詳しく学んでいきます。 

世界に類を見ない際立った特徴なので、しっか

りと学んでいきましょう。 

 

 

この図では、海の深さに注目しましょう。 

 

 

128ページ 

 

海岸の種類の違いを学んでおきましょう。それ

ぞれの海岸で適した産業があることを、後に学

んでいく基礎となります。 

 

129ページ 

 

日本を取り巻く海の、地理的な特徴であると同

時に、日本を産業的に支える基盤ともいえる特

徴です。 

大陸棚は特に作業との関わりの強い部分なの

でしっかりと学びましょう。 

 

 

 

 

 

 



129ページ 

 

２つの海流（黒潮と親潮）についてもしっかり

学んでおきましょう。 

 

 

 

130ページ 

 

日本の川の急峻さは、128ページの日本の断層

図で考えると理解を深め、「海につながる川」

としての視点も持つことになります。 

 

 

 

146ページ 

 

これは一例ですが、海に近いという事がメリッ

トとなり、臨海部に発達する産業があります。 

どのような利点があるか、あるいは注意しなけ

ればならない点があるか、考えてみましょう。 

 

 

 



149ページ 

 

日本が海に依存する国である一面です。日本人

が摂取する栄養のうち海産物が占める割合い

は、動物性タンパク質では４割を超すと言われ

ます。 

 

 

 

150ページ 

 

146ページでも学びましたが、海に近いことが

どのような利点となり、産業が臨海部に発達す

ることになるのかをここでも考えましょう。 

このこともまた、「海に依存する国」としての

一面です。 

 

 

 

154ページ 

 

海上交通の利点を考えてみましょう。 

私たちは現在、国内移動にせよ海外に行くにせ

よ船で移動することは少ないですが、日本の産

業全体を考えたとき、海上交通はどのくらい大

切になってくるでしょうか。考えてみましょ

う。 

 

157ページ 

 

154 ページについての話し合いの内容がここ

で展開されています。 

 

 

 

 

 

 



157ページ 

 

国内輸送に海上交通が使われる例が示されて

います。 

このような輸送方式は大陸国家ではできない

ことであり、海洋国家ならでは実現することだ

ということをしっかり確認しましょう。 

 

171ページ 

 

瀬戸内海地方でなければ馴染みが薄い面があ

りますが、瀬戸内海は日本の産業を支える重要

な内海です。 

海洋国家・日本を支える重要な海として、しっ

かり学びましょう。 

 

172ページ 

 

具体的に瀬戸内海のどのような点が利点とな

っているのか、ここでは居住、工業のことが取

り上げられています。 

それぞれ、詳しく学びましょう。 

 

 

 

173ページ 

 

172ページの続きで、ここでは漁業を取り上げ

られています。外海に比べてどのような利点が

あるのか、しっかり学びましょう。 

 

 

 

 

 



186ページ 

 

国内の海運業の歴史についても押さえておき

ましょう。 

日本が江戸時代から「海の国」であったことが、

当時すでに発達していた海路から学ぶことが

できます。 

 

 

 

194ページ 

 

中部工業地帯でも海の役割が大きいことをし

っかり確認しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



198ページ 

 

 

中国や韓国との経済交流が盛んになるにした

がい日本海側の海路も新たに開かれてきまし

た。 

このような点からも、島国つまり海洋国家であ

る日本は海の存在抜きには経済を考えること

ができないことをしっかり押さえましょう。 

 

 

 

203ページ 

 

景品工業地帯でも、海の果たす役割が大きいこ

とを確認しましょう。 

 

 

 

206ページ 

 

203 ページの内容がここでも触れられていま

す。 

 

 

 

 

 



213ページ 

 

岩手県沿岸部のリアス式海岸の特徴と、その結

果発達した産業について述べられています。 

 

 

223ページ 

 

日本の食を支える海の幸が北海道沖合で獲ら

れていることを学びましょう。 

 

 

 

225ページ 

 

「植林による漁業の活性化」として、海と森の

関係について解説されています。 

日本の海（特に近海）を支える、海洋国家・日

本にとってたいへんに重要な視点ですのでし

っかりと学び、また考えさせましょう。 

・海を守るために森を守る、という視点がある

こと 

・海から離れた地域でも海に影響を与えること 

・海から離れた地域でも海を守ることができる

こと 

 

238ページ 

 

これまでの学習をもとに「調査テーマ」を決め

るのですが、ぜひ「海との関わり」という視点

も持てるよう、手引きをしましょう。 

 

 



東京書籍・中学校理科の教科書における「海」 

東京書籍 新しい科学１年 

11ページ 

「水中の小さな生物」 

 

 

淡水を主体に書かれていますが、「海」からの

採取、海の生物の観察のこともしっかり書かれ

ています。ここを取り上げ、海にも目を向けさ

せましょう。 

 

 

 

56ページ 

 

発展的な学習として、海の藻類が紹介されてい

ます。食材として身近な生物が挙げられている

ので、これらの生活について陸上の植物と対比

しながら取り上げましょう。 

 

 

 

102ページ 

 

私たちが日ごろ使っている食塩が海水から作

られていることが述べられています。 

我が国では古来よりずっとそうでした。すなわ

ち、私たちが日本で暮らすうえで、海が欠かす

ことのできないことを示す顕著な例のひとつ

です。 

このことは強調して取り上げましょう。 



172ページ 

 

・海の深いところ（深海）に潜るためには、高

い水圧（6800万 Pa）に耐える特別な装置が必

要であること、 

・圧力に注目するならば、深海に潜るのは真空

の宇宙に出るよりも困難であること、 

が述べられています。 

簡単にたどり着けない場所であるために、深海

はまだ分からないことがたくさんある場所で

す。 

 

 

 

174ページ 

 

172ページの「科学の扉」を受けて、深海での

水圧について述べられています。 

 

 

 

176ページ 

 

172ページの「科学の扉」を受けて、深海に棲

む生物について取り上げています。 

ただし、172ページで触れたように、深海は分

からないことがまだまだあり、深海魚について

も分かっていない事がたくさんあります。 

 

 

 

 

 



192ページ 

 

海底の熱水噴出孔が紹介されています。 

この記事では宝石のほかに金属資源の採取が

期待できると書かれていますが、まさにレアア

ースの材料源として近年とても注目されてい

ます。 

レアアースは先端科学を支える材料です。つま

り、海が日本の先端科学を支えているといって

過言ではない状況です。 

 

199ページ 

 

地層が海でも作られていることが書かれてい

ます。 

地層の中に貝殻が入っている例などを取り上

げ、現在私たちが暮らしている場所もかつて海

であった可能性について考えましょう。 

このことで、海から離れた地域でも海を身近に

感じたいものです。 

 

 

 

207ページ 

 

199 ページで触れたことが実例で述べられて

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



207ページ 

 

これは海が被害をもたらす例ですが、海は我々

に恵みも与え、試練も与えるということです。 

海に囲まれた我が国では津波の被害も多く発

生してきましたが、それを少しでも減らそう

と、生活の工夫や知恵が生まれてきました。 

これも、私たちと海との共生の一面です。 

 

209ページ 

 

このことをキッカケに、海の中の構造（地形）

についても考えてみましょう。 

 

 

 

210ページ 

 

209ページの関連です。日本近海の構造につい

て考えてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 



214～215ページ 

 

侵食・運搬・堆積は川の姿としてとらえますが、

最後の堆積は海での出来事であるという視点

を持ちましょう。 

 

 

 

 

  

特に、川から遠く離れた深海でも、川から運ば

れた泥が堆積していることが分かっています。 

このことから、近海だけではなく深海も川とつ

ながっていることを学びましょう。 

 

 

 



216ページ 

 

一方、広い海の真ん中では川から運ばれたもの

が到達せず、そこでは生物の死骸などのみが堆

積する。 

このように、陸地からの距離によって海の姿も

大きく異なることを学びましょう。 

 

 

 

217ページ 

 

地層のでき方。ここでも、取り上げられている

のは海での地層のでき方です。 

 

 

 

218ページ 

 

別の視点から考えると、このような事が分かる

のは、海は深さによって地質や生物の環境がは

っきり異なっているということです。 

216ページの話と関係しますが、海の場所によ

ってその姿が大きく違っている、ということを

しっかり理解しましょう。 

 

 



219ページ 

 

218ページで述べたことの例のひとつです。 

 

 

 

225ページ 

 

エベレストのような高い山であっても、そこが

かつて海であったことが分かっています。私た

ちの住んでいるところはどうでしょうか。 

 

 

 

228ページ 

 

これを参考にして、私たちの住んでいる地域

（東京、関東）の地形の歴史を考えてみましょ

う。特に、海との関係に注目して考えましょう。 

 

 



229ページ 

 

地表の変化における海の関わりを理解しまし

ょう。 

 

 

 

235ページ 

 

海水から食塩を取り出す実験は学ぶ点の多い、

たいへん優れた実験です。ぜひ実施しましょ

う。 

 

 

 

 

  



東京書籍 新しい科学２年 

114ページ 

 

海で生活することはどのような利点と欠点が

あるか、話し合ってみましょう。 

陸上の生活との違いを考えてみましょう。 

さまざまな生き物の種類について、陸にも海に

もいる、陸にしかいない、海にしかいない、で

区別してみましょう。 

 

117ページ 

 

海産の軟体動物と淡水産の軟体動物を、それぞ

れ挙げてみましょう。 

 

 

 

120ページ 

 

中学校１年で学んだことの振り返りです。 

深海に棲む生き物とは何であったか、思い出し

て確認しましょう。 

 

 

 

208ページ 

「大気の動きと日本の天気」 

 

これまでに「台風は南の海上で発生する」と勉

強しましたが、ここでは「なぜ海の上なのか」

という疑問を持って学習に臨みましょう。 

 

 

 



212ページ 

 

水の性質を理由として、海洋は大陸とは違った

ふうに天気に影響を与えます。 

海に囲まれている日本は、当然ながらその影響

を強く受けます。 

 

 

 

213ページ 

 

 

212ページの季節風と同じく、海陸風も陸と海

の温まり方の違いで生じる風ですね。 

このように、年間を通しても（季節風）、一日

の中でも（海陸風）、海は日本の天気に影響を

及ぼしています。海から離れた地域であって

も、その影響は受けています。 

 

 

 

 

 

 

 



214ページ 

 

海の温度の違いも、日本の天気に大きな影響を

及ぼしています。 

 

 

 

217ページ 

 

梅雨の雨も、海（太平洋）からの蒸気が影響し

ていることを学びましょう。 

 

 

 

219ページ 

 

台風はなぜ海上で強く発達するのでしょうか。 

 

 

 

ここに、台風の発達にとって海が重要であるこ

とのヒント（ほぼ答え）が書いてあります。答

えは「水分の補給」ですね。 

台風の発生にとって海が重要であることを学

びましょう。 

 

 

 

 

 



234ページ 

 

水の絶対量も移動量も、陸地よりも海のほうが

圧倒的に多いことを確認しましょう。 
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